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社会福祉法人萌は、今年8月３０日に創立20周

年を迎えました。 

これもひとえに、作業

所時代からともに活動し

てくださった地域の皆さ

ま、応援いただきました

関係者の皆さまのおか

げです。厚くお礼申し上

げます。 

奈良県では、平成５年から精神障害のある人た

ちの活動の場として、家族会が中心となって共同作

業所づくりが始まりました。「ひだまり共同作業所」

「マインドホーム高田」「ふれあい工房」などの作業

所が、萌の出発点です。 

定員１９名の小さな作業所には毎日多くの人が

集まり、その活動は内職作業や楽しい会話だけに留

まりませんでした。 

障害があっても自分らしく暮らせる「社会」を作ろ

うという思いから法人化を目指し、障害者の生活支

援や就労支援の事業に訪問事業も加えて、平成１３

年８月に「社会福祉法人萌」を設立。 

「誰もが生き活きと自分らしく暮らせる心豊かな

社会を創造します」という大きな理念を掲げて一歩

一歩前に進み、今では５つの拠点３０カ所の事業所

で 700 名近くの利用者の方たちとともに活動する

法人となりました。 

 

 

２０年前に比べると、福祉サービスの数や種類は

増え、社会全体が「多様性を認める社会」へと変わ

りつつありますが、障害者の生きづらさがなくなった

かといえば、そうではありません。 

「障害があっても施設や病院でなく自分の家で

暮らしたい。普通に働きたい」と願っても、それを当

たり前のこととして受け入れ、包み込む力が社会に

備わっていなければ実現することはできません。 

また、うつ病や依存症など「心の健康」にまつわ

る問題は年々増え続けていましたが、孤立や孤独、

自殺する人の増加、ヤングケアラーを含めた家庭内

介護の負担といった問題がコロナ禍の影響で一気

に加速したように思います。 

更に今から２０年後には超少子化、高齢化社会が

到来し、人口が減少することで、人々の生活におけ

る課題はますます複雑で多様になることが予測され

ます。 

私たちは次の20年で、障害のある人たちへの支

援の充実、福祉人材の育成、経営の安定化などを

軸に組織として成長しながら、変化していく人々の

生活課題や福祉需要、地域課題に積極的に取り組

み、地域で求められる社会福祉法人の役割を発揮

してまいります。 

引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

吉川 郁子 （在任期間2017.6～現在） 
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10 年ひと昔と昔から

言うが、今では 20年も過

ぎて見れば走馬灯のよう

だ。萌の 10 年の頃は、ま

だ精神疾患についての遅

れは鮮やかだった。 

医療の面でも、精神分

裂病が統合失調症へと名称が変えられたが、隔離

的な治療の傾向は変わっていない。周辺の人々の

意識も、当時「きょうされん」が創った映画、「ふるさ

とを下さい」の場面が現実であった。 

ところが、精神障害を含む障害者全体が、日本

だけでなく世界中で障害者の10年や障害者権利

条約が提起され、精神障害者も医療費助成や旅

客運賃割引きなども、家族会や関係者のねばり強

い運動で大いに進んできた。 

今では障害問題については、政治的には「合理

的配慮」が必要不可欠となっている。 

パラリンピックにも目を見張るものがある。例え

ば、100ｍ競争では、金銀銅メダルは 23個ずつ用

意されたそうだが、それ程、多種多様な障害につい

て配慮がなされたからだろう。 

パラリンピックだけでなく、盲ろう者のためのデフ

リンピックや知的障害者のためのスペシャルオリン

ピックなども提起されている。 

世界中がコロナ危機で模索しているときに、障

害者イベントは聖域だというような状況は問題だが、

全ての障害者を含む多種多様な人々の存在を世

界中が認め合う考え方は素晴らしい。 

萌 20 周年の私たちも、いまや全国の同じ障害

を持つものと肩を並べ、胸を張って歩みたいと思う。 

 

仲田 昭七 （在任期間 2000.8～2013.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 年の 4 月、郡山

にふらっとが誕生しお披

露目の会に出席した時で

す。新しい建物の広々とし

たスペースに、まっさらの

テーブルや椅子が並んで

いるのを目の前にして、

「障害者の施設でもここまでできるんか、なるほど

なー」と思いました。 

なぜかというと、ふらっとの誕生の前に、講演会

でその当時、ＪＨＣ板橋の寺谷隆子さんが、「障害

者の施設だからといってお古でないといけないこと

はない」と聞いたことが、頭に残っていました。それ

がこういうことなのか！と実感できたんです。 

萌は、家族として、とてもありがたい法人だと思い

ます。作業所開設から法人化への紆余曲折を経て、

ここまで歩んできました。萌は、今後も理念を掲げ

ながら、法人として地道な努力をしていってほしい

と思います。 

そのためには、支援者の一人一人の個人のスキ

ルが絶対大切です。仕事から逃げずに、少し遠くか

ら距離をもって自分と仕事に向き合っていくことで

す。そうでないと、支援者もつぶれてしまいます。 

今後は、未来へ進んでいくにあたり、ヨットのよう

な操船技術が必要です。制度との間で、生活支援

していくのは大変な時代です。ヨットは逆風でも風

を利用して前へ進んでいく。直線ではないが、あっ

ちいったりこっちいったりしながらも前へ進んでいき

ます。そのためには、風をよみながら、船を操る技術

が必要なのです。 

20 年を迎えた萌は、是非、皆で技術を身につけ

ながら操船して、さらに新しい未来へ進んでいって

ほしいと願っています。 

 

小林 時治 （在任期間 2013.8～2017.6） 
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ひだまりが映画のロケ地に 

 

ある日、「生駒市に住んでいる映画監督の田中

といいます。場面緘黙（※）のある男性が主人公の

短編映画を撮りたいと企画していまして、ロケ地を

探しています。ここのパン屋さんについて聞いても

いいですか？」と青年が訪ねてきました。インターネ

ットで探したところ、市内に福祉事業所があるとわ

かり、来られたそうです。 

海外留学時の最初の頃、言葉もわからず、話せ

ず。短期間とはいえ、場面緘黙のような状況になっ

たことから今回の映画を企画したとのこと。 

ロケ地として「パン工房ひだまり」を使いたいと

話が進み、映画の準備と並行して、月 2 回程度ひ

だまりでボランティアをする流れに。 

利用者と一緒に作業をしたり、利用者がカメラに

慣れるようにと昼食時にカメラを回してみたりしな

がら、脚本づくりに利用者の言葉や様子が活かさ

れています。 

 

「映画に出るにはオーディションがあるの？」

「主役の俳優さんや女優さんはどんな人かなぁ？」

と楽しみにしていました。 

そして、いよいよ撮影日。２０分の短編映画の中

のシーンを撮影するために来た撮影スタッフは、出

演者を含め総勢 17 人。人の多さにびっくりです。

朝から「いつもどおり店舗前の掃除をして下さい」

「いつもと同じように朝礼して下さい」という監督の

指示に緊張しながらやってみました。 

 
 

 

地域活動

支援センター

コスモールい

こまのサロン

を借りて、コス

モールの利用

者 2 人と共に、歓迎会たこやきパーティーのシーン

の撮影もしました。利用者の詩の朗読やギター演

奏もあり、素敵な空間が拡がりました。スクリーン越

しに観られる日が楽しみです。 

 

田中大志監督に聞いてみました 
 

映画の準備が進みつつある８月のメンバーミー

ティングで、色々お話を伺いました。 
 

◆いつ映画監督になろうと思ったのですか？ 

中学２年の時、サマーキャンプがあり、「ここで願

い事を叫ぶと叶うらしい」という場所で『映画監督

になる！』という願いが湧

きました。高校も映像学科

のある学校に進んで勉強

しました。その後ヘブライ

語を学ぶために留学した

イスラエルの大学で、映

像の勉強をしました。 
 

◆すでに監督した作品があるのですか？ 

学生の時に短編映画「ガリラヤの漁師」という映

画を撮ってイスラエルのハイファ国際映画祭学生

部門で銀賞を受賞しました。 
 

◆撮影される映画『そのこえ』はいつできるの？ 

9 月末の撮影後、編集作業に入り、2022 年 1

月に皆さんに観てもらえる予定です。 試写会をし

て、いろんな映画祭にも出品します。  
 

◆ひだまりに来てみて、どうですか？ 

素敵な方ばかりで、皆さんと話をしていてとても

居心地がいいですね。映画撮影への協力、ありが

とうございます。 

 
※場面緘黙【ばめんかんもく】 

家などではごく普通に話すことができるのに、学校や職場など「特

定の状況」では、1か月以上声を出して話すことができないことが続

く状態をいいます。 

 

田中大志監督 

ドキドキのスクリーンデビュー 

カメラにマイク 撮影準備中☆ 

生活支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-7000 地域活動支援ｾﾝﾀｰコスモールいこま 0743-73-0900

ひ だ ま り 0743-85-4196 コミュニティスペースはなな 0743-73-1050

グループホーム楽都 0743-73-0141

生　駒　エ　リ　ア
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服薬の目的とは？ 
～会員向け「こころの健康講座」を開催～ 

 

ハートフルこおりやま-精神障害者の社会参加を

すすめる会-（小川一雅代表）がこころの健康講座

「ココロのクスリ」を開催しました。 

講師は中村友喜さん（三重県立こころの医療セ

ンター）。薬剤師としての視点からこころの病の治

療で使用されるお薬の基本から最新情報まで。 

特に「服薬の真の目的は患者さんやご家族がそ

の人らしい生活が送れるようサポートすること」「主

治医に薬の相談をするときは、どんな生活上の問

題が起きているかを伝えること」「相談相手に薬剤

師という選択肢を持ってほしいこと」のお話が印象

的でした。 

地域ボランティア、障害当事者や家族、萌が協

力しながら運営する市民団体「ハートフルこおりや

ま」。コロナ禍で活動が制限される中でできること、

自分たちが「学ぶこと」の大切さを再確認しました。 

 

 
個性が光る！ 

～ふれあい工房新 Tシャツ～ 
 

作業やイベントで着用しているオリジナルＴシャ

ツをリニューアルしました。 

せっかくなので、みんなで作りたいとふれあい工

房にちなんだイラストを募集。 

すると「花の宅配」や「清掃活動」についてや、

大和郡山市でおなじみの金魚をモチーフとしたも

のなど、たくさんの素敵なイラストが集まりました。 

できるだけ多くのイラストを盛り込んで作成。 

もちろん前回のＴシャツ同様、オリジナルキャラク

ターの「ふれあいくん」も入っています。 

イラストが得意な人、メッセージを考えるのが得

意な人、文字をかわいく書くのが得意な人など、そ

れぞれの個性を組み合わせた世界に一つだけのＴ

シャツが完成。 

素材や色合にもこだわり、みんなで話し合いを重

ねて大満足の仕上がりとなりました。 

生活支援ｾﾝﾀｰふらっと 0743-54-8112 地域活動支援ｾﾝﾀｰふらっと 0743-54-3977

ふれあい工房 0743-54-6701 彩食キッチンBon 0743-58-5572

グルームホームもえぎ館 0743-85-4112

郡　山　エ　リ　ア

家族教室のご案内 
 
家族教室は精神障害のある人を支えるご家族の方が集い、話し合う勉強会として生まれました。 

第一回目は、令和 3年 11月 16日（火）14時～15時半まで市民交流館で開催します。講師は、

精神科医で五条山病院診療部長の町澤暁先生。「統合失調症について」と題し、疾患の説明や治療

法などについてのお話です。 

今年は感染症予防対策として、オンラインでの開催となりました。また、先着 20 名に限り、大和郡山

市のホームページから申込み制となっております。締切は、10月 29日です。ぜひお申し込み下さい！ 
 
第 2回目は令和 3年 12月 9日（木）14時～15時半市民交流館にて、たんぽぽの家生活支援

センター相談員内山尚子さんによる「精神の障害がある人の家族の対応～知的障害・身体障害がベ

ースにある場合～」になっています。 

実例や冗談を交えて 

前も後ろもかわいいイラスト♪  
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‘働きやすい職場環境’を考える 
 

20周年を迎えた萌。利用者の生活を支えるた

めには、職員が安心して働き続けられる職場環境

が求められます。 

夏号の高田エリアページでは育児休業の現状

を取り上げました。今回は、西和エリアの入職 1～

2 年目の職員に働きやすさについてインタビュー。

下村美里さん（生活支援センターぽると・ベル）、宮地有美さ

ん（らそら）、橋村ほのかさん（地域活動支援センターまーぶる）

の 3人が答えてくれました。 
 

■入職のきっかけや、働く上で重要視していること

は何ですか？ 
 

宮地≫地域で精神に特化して活動しているところ

を探した。完全週休2日制で連休が取れる点も魅

力。萌に就職してからは休息がとれている感じが

している。研修が勤務扱いになるのもありがたい。 

下村≫精神保健福祉士の資格を活かしたいとい

う思いと、法人に知人がいて安心感があったため

応募。完全週休 2日制は子育てをしている共働き

世代にとってもありがたい。 

橋村≫私も、地域で活動していて精神に特化して

いるところを希望。入職してから 1年半経つが、残

業をすることもなく健康的に働いている。また研修

制度がしっかりしているという印象もある。 
 

■2人は萌以外での経験がありますが、前の職場

では研修制度はありましたか？ 
 

宮地≫萌のように経験年数ごとのステージに合わ

せた研修はなかった。萌では参加者の年代が近

いので、意見が言いやすく学びにつながりやすい。 

下村≫前の職場では、法人内

研修はあっても入職時の 1 回

のみ。萌では研修が通年であ

るので、横のつながりはもちろ

ん、講師となる先輩との縦のつ

ながりもでき、気軽に相談しや

すい。中途採用者（経験者）も

参加できることはありがたい。 

 

■研修は働きやすさにつながっているんですね？ 
 

全員≫うんうん。 

下村≫あとはメンター制度も。正直に話しても受け

入れてくれる安心感がある。エリアを超えたつなが

りや情報交換の機会にもなっている。 

宮地≫「ただ聞いてほしい」を出せる場は貴重。話

すことで、気づいていなかった自分の思いに気づく

機会になっている。評価されないことも安心につな

がっている。 

橋村≫メンターは年の近い先輩。その先輩メンター

の新任者時代の話を聞けることで、先輩でも悩ん

でいた時期があったんだと思え、安心できる。 

下村≫今年は選択制。継続を希望すると、「職場に

馴染めてないの？」と心配されたことがあったが、

馴染めていないからではなく、何年目でもつなが

りや安心感、吐き出す場は必要だと感じている。 
 

■研修やメンター、所属機関での実践を通して、

自身に変化はありましたか？ 
 

下村≫理解できていなくても「これを聞いたらどう

思われるだろう」と聞けなかった時期があった。で

も、それでは働いている時間が無駄だなと思うよう

になり、そこからはどんなことでも聞くようになった。

踏み込こんで聞けるようになったことで、教えても

らえることも増え日々吸収している。 

宮地≫グループホームで働いていた時には、「この

人がしたい生活を職員としてどうやって支えていく

のか」という視点だったが、今は作業所で一緒に

働く仲間としてどんな風にやりがいを持ってもらえ

るかという視点へと広がった。メンバーがいないと

作業ができない。お互いがいないと成り立たない。

対等だと感じる。 

橋村≫今は地活に所属。地活は場の提供だけのイ

メージだったが、実際は個別支援もし、生活にも介

入している。所属機関によって、

支援に決まった形はないんだ

と感じている。まだ一人では踏

み出せないところがあるため、

職場でもしっかり相談しながら

取り組んでいる。 

生活支援ｾﾝﾀｰぽると･ベル 0745-43-5541 地域活動支援ｾﾝﾀｰまーぶる 0745-75-6545

ら そ ら 0745-70-1577 グルームホーム彩友館 0745-43-9333

西　和　エ　リ　ア

キーワードは「つながり」と「安心」 
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「久しぶりに会えてうれしい」 

秋津鴻池病院との交流会が再開 
 

コロナウイルスの影響で開催を見合わせていた

病院との交流会。9月、約１年半ぶりに秋津鴻池病

院との交流会が再開されました。今回はその様子

をお届けします。 

 

今回行ったのは、地域活動支援センターなっつと

秋津鴻池病院の交流会。病院で様々な理由から

長期間入院している患者を対象に、なっつの利用

者や職員が交流したり、地域生活で受けられる支

援の紹介などをしています。 

この交流を通して退院後の生活を考えたり、安

心して退院できるきっかけになれば、

と 2カ月に１回の頻度で開催されてき

ました。しかし、新型コロナウイルスの

影響を受け交流会は中断。約１年半

ぶりの再開です。 

今年の夏、なっつから病院へ再開

の提案をしたのがきっかけでした。病

院内でも担当の職員が交流会の実

施の希望についてアンケートを実施。 

患者から参加したいと意思表示が

あったり、企画書を作成するなど、実

施に向けて院内での調整を経て今回

の開催に至りました。 

 

 

交流会のテーマは「オンラインを体験してみよ

う！」。パソコンを使用し、リモートで自己紹介やラン

キング当てなどのゲームを楽しみました。 

普段は感染対策のため、病棟間の交流や面会

ができない日々が続いています。今回の参加者は

なっつの利用者、相談支援事業所やグループホー

ムの職員・入居者の計６人。病院側の顔ぶれもこれ

までの参加者でなじみのメンバーです。 

久しぶりにお互いの顔を見ることができ、「久し

ぶりにみんなに会えてうれしい」と再会を喜びまし

た。ゲームでは病院側のチーム、なっつ側のチーム

に分かれてランキング当てを実施。 

「人気のおでんの具は？」「秋といえば」「好きな

動物」など、様々なテーマでランキングを予想しま

す。予想が外れたときは悔しがったり、当たったら拍

手したり、想定よりも開催時間も長く、終わりが名

残惜しい会となりました。 

  コロナ禍が猛威を振るい、精神科病院との交流

会の実施が難しい中、病院側の協力のおかげもあ

り無事に再開することができました。 

改めて対面で会うことの良さを再発見できた反

面、「まずは今できる事から取り組んでいこう」と、

この状況下でもオンラインというツールを使って再

び集まることができたことは大きな一歩です。 

収束がなかなか見えない状況が続いていますが、

今後も対面で会える日を待つだけではなく、今でき

ることを探して活動していきます。 

生活支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-7214 地域活動支援ｾﾝﾀｰなっつ 0745-23-8105

マインドホーム高田 0745-23-8072 お か わ り 0745-23-5625

え い ぶ る 0745-52-5752 あっとほーむ香芝 0745-44-8023

高　田　エ　リ　ア

パソコン越しで自己紹介をするなっつの利用者 

ゲームも盛り上がりました 
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祝 10周年☆～ゆめにむかって～ 
 
２０２０年 Pit八木は、10周年を迎えました。 

10 周年記念として、ホームページのリニューア

ルを行い、記念動画を作成することになりました。 

記念動画はミーティングで何度も話し合い、1 年

かけてじっくり作成し、2021年 7月にようやく完成

しました！ 

 

 

動画内ではレクリエーションなどの 10年間の写

真や、内職作業や福祉用具の洗浄作業をしている

利用者のインタビューを載せています。 

動画は Pit 八木ホームページから誰でも観るこ

とができます。5 分くらいなのでお時間ある時にぜ

ひ見て下さい！！ 

利用者からは「みんなに興味を持ってもらえるよ

うなホームページになったと思う」「動画の撮影を

一緒に出来て良かった」「10 年か～気づけばあっ

という間だったなぁ～」などの感想がありました。 

 

さらに 10 周年記念企画としてメンタルヘルスマ

ガジンこころの元気+(NPO 法人地域精神保健福

祉機構コンボ)の表紙に応募することに！写真を撮

るポーズや自己紹介コメントをいろいろと考え、そ

れぞれが気に入ったものを選び送りました。 

すると見事！!利用者３人と職員が 2021 年の 8

月号の表紙を飾りました！！！ 

表紙に載った利用者からは、「病院の先生や知

り合いに自慢できた」 「親も喜んでくれた」という

声もありました。「ファンレターが届いたらどうしよう」

と心配している人も(^^♪ 

 

Pit八木では現在も 10周年記念企画をみんな

でワイワイと話し合いながら進めています。今は、パ

ンフレットのリニューアルについても検討中です。 

これからもみんなで楽しく穏やかに活動を続け

ていきたいと思いますので今後ともよろしくお願い

します！ 

全国デビューしちゃいました☆ 

 

生活支援ｾﾝﾀｰぴあぽ～と 0744-24-2020 地域活動支援ｾﾝﾀｰぴあぽ～と 0744-24-2070

生活支援ｾﾝﾀｰいろは 0744-32-7753 ひ な た 舎 0744-32-7745

Ｐｉｔ八木 0744-21-5666 グルームホーム南 0744-24-2050

橿　原　エ　リ　ア

Pit団らん風景 今日はテイクアウトでカレー♪ 

 

スマートフォンからも視聴できます！！ 
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▽地域家族会の情報 
 
詳細は まほろば会（NPO奈良県精神障害者家族会連合会）  

TEL:090-9213-2731 FAX:0742-51-5506  https://nijiironokaze.jimdo.com/ 
名称 月例会 時間 場所 問い合わせ先 電話番号 

さくら会 
（大和郡山市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 三の丸会館 会長関野 0743-54-6375 

ひだまり会 
（生駒市周辺） 

第3土曜日 13：30～ 
市民活動推進センター 
ららポート 

会長上村京子 0743-78-0885 

西和家族会 
（西和7町周辺） 

第4土曜日 13：30～ 王寺町やわらぎ会館 西村 0745-74-6203 

すみれ会 
（大和高田市周辺） 

第3日曜日 13：30～ 大和高田市中央公民館 三島 090-9889-7984 

のぞみ会 
（橿原市周辺） 

第2日曜日 13：30～ 
県心身障害者 
福祉センター 

ぴあぽ～と 0744-24-2020 

  

 
▽萌 後援会からのご案内 

 
萌後援会は「社会福祉法人萌」の活
動を支援していただける皆様を募集し
ております。 
主な目的は法人事業の支援や寄付を
行なっています。 
会費の納入及び寄付の受付口座は 
郵便振替 社会福祉法人萌後援会 

00920‐4‐221824 
後援会事務局（萌総務部内） 
 0743-54-0821（大東） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▽ハートフルこおりやま 
精神障害者の社会参加をすすめる会 
 
「障がいのあるなしに関わらず、誰も
が住みやすい街づくり」をすすめる当会
では、会の趣旨に賛同頂き、活動に協力
して下さる会員さん・ボランティアさんを
大募集しています!!年会費は１口 500
円（2口からお願いします）です。 
連絡先：会事務局 ふらっと内 

0743-54-3977（桑原） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▽生駒精神障がい者後援会 

ひだまりクローバー 
 
第26回トーク＆ライブひだまりクローバー2021  
 
日時：12月18日（土）開場13時 開演13時半～ 

場所：生駒市図書会館 3階市民ホール 

内容：岡 直弥 クロマティックハーモニカコンサート 

ゲストシンガー山尾賀洋子他メンバーとコラボ 

参加費：1000円（小学生以下および学生証・障害者

手帳の提示で無料） 

連絡先：ひだまりクローバー事務局 

0743-73-1050（コミュニティスペースはなな） 
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Ｍ 
★萌風香の購読★ 
萌風香は年 4回 1500部ずつの発行です。皆様のお手元に届いた後、萌のサービス
利用者以外の方で「引越しして住所がかわった（住所変更）」「次からは送ってもらわなく
ても結構です（購読中止）」という場合、お手数ですが必ず萌風香編集部ひだまり
（0743-85-4196）までご一報くださいますようよろしくお願いします。 
 

新型コロナウイルスの影響で、各例会の開催が中止・延期など変更されています。 
詳しくは、下記の各団体・お問い合わせ先にご確認ください。 

さくらんぼ便り 
ホームヘルプステーションさくらんぼ 

0743-54-0800  ライク通信 
なら西和障害者就業・生活支援センターライク 

0743-85-7702 

心も備えておきましょう 
 
猛暑と長雨の夏が過ぎて、ほっとひと息ついた頃。

今度は台風が気になる季節です。台風に限らず、災

害には備えが必要ですが、ついつい後回しになりが

ち。さくらんぼでは防災を考えるきっかけとして、5 月

に改正された「新たな避難情報等」を周知する文書

を、過日利用者さんひとり一人に配付しました。 

転居などにより避難所が不明な方、避難所へのル

ートが分からない方については、担当のサービス提

供責任者が一緒に歩いて確認することも、今後実施

していきます。 

物品を備えておくことはもちろん大切ですが、それ

ぞれの事情により、十分な準備が難しいこともありま

す。身を守る為にどのように行動するか、そういった

心の備えを呼びかけています。 

 

 
 
参加しやすいオンラインサロンづくり 
 

 コロナ禍を機に、ライクでは昨年からオンラインサロ

ンを実施しています。参加者からは、「何でも話せ

る」、「この場があるから仕事が続けられる」との声

をいただいていますが、まだまだ参加者は少ない状

況です。 

コロナ収束の見通しが立たない中、つながりを切

らさないためのよりよいオンラインサロンづくりに向

けて、登録者を対象にアンケ―トを実施しました。参

加したことのない方からは、「参加したいけど、接続

や操作方法、参加の仕方がわからない」、「話せるか

不安」といった声が多くありました。 

今回いただいたご意見をもとに、安心してつなが

り、参加しやすいオンラインサロン作りを進めていき

ます。 

 

 


